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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（12 月 6 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　もうすぐアドベントですね。クリスマスシーズン
に突入し、いろいろな場所でクリスマス用品が売
られるようになりました。
そのような中、私はオーナメントの雑貨をみたと
き、「これはいい。作りたいな。」と直感的に思い
ました。そこでセルの中で話題にしたとき、「なぜ
そう思ったの？」と聞かれました。
　そう思うと今まで私は何でも直感的に良い悪い
を判断していたけれど、「なぜそれがいいのか」と
いう部分を考えていなかったことを思わされまし
た。
　その後の話し合いで、みんなにオーナメントの
意味を知ってほしい、礼拝に来られた大人の方々
に心のこもったクリスマスプレゼントをあげたい
という思いが出てきました。また、あげるからに
はみんなに喜んでほしい、癒されるといいなとい
うことで中にラベンダーを入れることにしました。
クリスマスの礼拝に来られた皆さんにお配りした
いと思っています。このオーナメントをみるとき、
もらった方々がイエス様の十字架の愛を思うこと
ができたらと願っています。
　また、近所の一人暮らしのおばあさんが一緒に
手伝ってくださっているのですが、この交わりの
時を持てていることにも感謝です。
　今回、一つのことを通してたくさんの気付きを
得ることができました。これからは直感的に思っ
たことを少し立ち止まって「なぜ？」という心の
掘り下げをしていけるようになりたいと思います。

 コロ１～４ Ⅰテサ１～３水４金２

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　コロサイ市は小アジヤ南西部にあり、もともと商業都市で
ありましたが、次第に近隣のヒエラポリス、ラオデキヤの影
に隠れるようになり、60 年の大地震によって崩壊し、歴史
の上から姿を消してしまいます。新約聖書には本書以外にコ
ロサイ市の名は出て来ていません。パウロもこの町を訪問し
たことはなく、教会員とも会っていません。この手紙の内容
は、偽りの教えと実践に対して反対するという点でガラテヤ
人への手紙に比べて勧告の調子が強く、教会員に偽りの教え
と積極的に戦うよう励ましている手紙になっています。続い
てテサロニケの手紙について書いていきます。テサロニケ（現
在のテッサロニキ）は、マケドニヤ王カサンドロスが妻の名
にちなんで付けたもので、ローマ帝国の属州マケドニヤ（ギ
リシヤ北部）のテルマ湾の奥、東洋へ通じる主要な「エグナ
ティア街道」沿いにあります。陸路と海路による貿易の故に
その地方で最大かつ重要な都市であり、前146年、マケドニ
ヤがローマ帝国の属州となった時、その首都となりました。
内容としては第 1 の手紙は、彼らに対する恵みのみわざの故
にささげた神への感謝に満ちた、非常に親しみのある手紙で
す。第 2 の手紙は、再臨について教え、怠惰な生活を戒めて
います。また神学的には 4 つの主題が述べられています。①
三位一体の神の強調②信者は神の怒りにではなく、救いに定
められていること③テサロニケ教会は、その患難と弱さにも
かかわらず他の模範であること④キリストの再臨は、すべて
のキリスト者の望みの中心であることになります。このこと
を思いながら読み進めていきましょう。
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「幸福の中に」
～HappyとLucky～　　　　　　ヨシュア23：1、23：6～11、23：14

スモールファミリー

誕生者のお祝い

　　HappyとLucky…
　Happy と Lucky は大きな違いがあります。幸福とはいった
い何なのでしょうか？イスラエルの民はヨセフの故に大ききん
から守られてエジプトに移り住んで自らの子孫を守られること
になりました。けれど、そのエジプトでイスラエルの民の歩み
はまただんだんズレていき、とうとうエジプトの奴隷となって
いました。神様はその姿を見てモーセを通して救出していくわ
けです。イスラエスの民はエジプトを出てカナンの地へ入るた
めに進んで行ったのに、狭い荒野というエリアの中で４０年も
グルグル。ちょっと不安になればすぐに文句。目の前に祝福が
あって満たされれば「神様ありがとう！」と言うけれど、ちょっ
と問題が起こるとまた文句。幸福が起きると必ず絶望が待って
いるのです。　今まで「絶望」についてメッセージで語られて
きました。なぜ絶望が起きるのかだいたいわかって来られたと
思います。本来神様に自分がどう造られたかを探そうとします
が、ある失望から絶望に至ることを通して自分の本来の姿を見
失ったことから自分の姿がわからなくなって、第三者から措定
したり、相手から言われた言葉や環境によって「自分はこうな
んだ。」と当てはめて自分自身を作り上げていくわけです。し
かし、それは本当に願う自分とは違う自分なので自分自身に失
望するわけです。本当の自分の中にある自分と自分でない自分
がいつも複数いるのです。優しい自分と冷酷な自分。愛したい
自分と愛せない自分。赦して受け入れたい自分と赦せない自分。
何人もが自分の中に共存してしまい、共存する自分にまた絶望
してしまう。これが絶望のプロセスでこの絶望とは私たちを死
に至らすものであって、アダムとエバがなぜ神様に死ぬと言わ
れたのかというと、この絶望が入るからだとずっと聞いてきま
した。絶望が恋い慕ってやまない私たちの心の場所は「幸福」
なのです。聖書を読んでみて下さい。「不安」というのはどん
な時に起こりますか？確かに問題の中にいる時は不安なので
す。けれど、心の深いところで自分に「大丈夫か？」と問いか
けているのは祝福された時なのです。持っている時にこそ失う
んじゃないかという最大の恐れがあるのです。その理由は、祝
福をもっていたアダムとエバが罪を犯した時に最初に失ったの
は神様と共にいることであり、持っているものすべてだったか
らです。ですから、私たちは祝福されても絶望を探して歩き、
不足を探そうとしてしまうのです。「自分の人生の中でいつま
た問題が起きやしないか。」「今はこんな風だけどこれもなくな
るんじゃないか。」そこで、私たちは「運が良くうまくいけば
Lucky！」という保険を作ったわけです。「運が良かったな。」「今
までは運が悪かったけど今日は運が良かった。」…目の前にあ
る Lucky を探して生きてしまっているのです。幸福が Lucky
なのです。
　　ダビデ…
　国家権力が自分に向かってきて殺そうとしている最中に詩篇
２３篇を歌ったのです。なぜかというと幸せだったからです。
羊を敵から守り、間違った方向へ行きそうになった時には戻す
ように神様はどんな時も自分を守り、敵と戦って下さることを
知っていたので、Luckyではなかったけれど幸せだったのです。
ですから、幸福の中に絶望が潜むとすればそれは Lucky で生
きているからです。神様は本当の意味での幸せを私たちに与え
たいのです。
　　ヨシュア…
　カナンの地に入るのにヨルダン川が立ちはだかって前に進め
なかった時、信仰をもってそこに足を踏み出しました。すると、
水は真っ二つに裂けていきました。ヨシュアはモーセを目の前
に紅海が分かれるのを見ていました。イスラエルの民は紅海を
目の前にした時に「エジプトにいた時の方が良かった！」と叫
びました。けれど、モーセは神様に祈り、杖を紅海にかざしま
した。イスラエルの民は海の中にできた道を通って渡ることが
できたのです。ヨシュアはモーセのその姿を見、モーセの後を
引き継ぎカナンへと進んでいきましたが、ほとんどのイスラエ
ルの民は信じることができないままカナンの地に入る前に死ん
でしまいました。このヨシュアが残した遺言が今日の聖書箇所
です。

　　ソロモン…
　父ダビデに従ってダビデの遺言をことごとく成し遂げていき
ました。ところが、晩年 700 人の妻と 300 人のそばめを持ち
女性に心を傾けていく中で彼女達の言うことを聞いていくよう
になり、自分の神も礼拝するけれど異国の神々を礼拝していく
偶像礼拝の罪を行うまでに堕落していきました。神様はとうと
う怒りを発せられ、ソロモンの子ども達は殺し合うようになり、
王国は北イスラエルと南ユダに分断してしまうのです。ソロモ
ンが書いた伝道者の書で彼は「空の空」と言っています。空虚
感の究極です。もし、私たちが幸福の中に目的を見出している
のだとすれば、絶えず願っているものは Lucky であってそこ
には絶えず絶望が伴うのです。一つうまくいけばこれがうまく
いかないんじゃないか…絶えずこの繰り返しです。けれど、神
様は私たちにそのようなものを与えているのではありません。
　　①アドナイ・イルエ　
　　　祝福に祝福する（バーラフ）
　
アブラハムは神様に約束されようやく受けた大切な息子イサク
を「私のために命をとって生贄としてささげなさい。」と神様
から言われてモリヤの山へイサクを連れて行きます。そして、
剣をもってイサクを殺そうとした時に神様はストップをかけら
れ、目を上げるとそこに生贄としてささげる羊が一匹いました。
アブラハムは「アドナイ・イルエ（主の山に備えあり）」と歌
いました。アドナイ・イルエという言葉は「祝福に祝福する」
という「バーラフ」という言葉の意味から、我が子をささげて
まで神様に従った者に「祝福に祝福をあらわす！どんな状況が
あっても成す！」という約束に繋がる言葉として残しているの
です。では、アブラハムは祝福されたいからイサクをささげた
のでしょうか？そうではありません。ただ、ただ「神様に従い
たい！」という願いだけだったのです。
　　②祝福は探し続けるもの
「イルエ」という言葉は原語をみると、「ルーアー」という言葉
を使っています。この言葉の意味は「見る・探す・見出す」と
いう派生語です。「備えがある」というのはどういうことかと
いうと、「探す、求める」という意味です。つまり、備えとい
うものは探すものだと言っているのです。イエス様も「求めな
さい。」「探しなさい。」「叩きなさい。」と言われました。それ
は１回だけではありません。「求め続け」「探し続け」「叩き続け」
なさいということです。一回願って応えられなかったらすぐに
諦めていないでしょうか？それは神様を小さくしてしまうこと
です。主の備えを知るためには探さなければ見つからないとい
うことなのです。アブラハムも悩まなかったわけではありませ
ん。悩んで戦って信じようとしました。「信じた」のではなく「信
じようとした」のです。そして結果「アドナイ・イルエ」となっ
たのです。探し求めたので見つかったのです。私たちは探し求
めていますか？
　　③祝福は目的ではない！！
　
ヨシュアが息子の世代に約束したのは主に従い仕えることで
す。私たちが祝福を願うのはそれが目的ではないということで
す。聖書には繁栄は必ずあります。けれど、繁栄が目的なので
はなく、ただただ神様に従った人がこの地にあって繁栄したこ
とで人々に証しになるというだけなのです。けれど、私たちは
すぐにそれを間違えて満たされることが目的となってしまうの
です。私たちの探し求めるものは幸福ではなくイエス・キリス
トの姿の一部分になることです。「一部分」です。イエス様の
好きなところを思い浮かべて下さい。それが、私たちのなるべ
き姿です。それは一人一人違います。イエス様は私たちの自己
中心、虚栄、比較の目、劣等感、傷…すべてをもうすでに背負っ
て十字架にかかって下さり、「私の恵みは、あなたに十分であ
る。」（Ⅱｺﾘ12:9）と言われています。私たちがすることはただ
一つ。古い自分に死ぬだけです。決意して、あとはイエス様の
ようになっていこうではありませんか。幸福になることではな
く、イエス様を求めていきましょう。
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